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がんになっても安心できる 
社会の実現に向けて 

がん対策推進基本計画の中で 

•全国どこに住んでいても質の高いがんの医療が
受けられること 

•患者さんやご家族の悩みや不安を減らすための
充実した情報提供と相談支援が受けられること 

が目指され、取り組みが進められています 
 

その重要な柱として、「がん診療連携拠点病院」
が指定され、「がん相談支援センター」が設置さ
れています。 

 



がん診療連携拠点病院とは 

全国どこに住んでいても、質の高いがんの医療が受け
られるように、厚生労働大臣が指定した病院です。 

指定された病院は、がん医療の内容や設備、がん関連
の情報提供などについて、一定の基準を満たしていま
す。 

 

全国：397病院 

宮城県：7病院 石巻赤十字病院 

大崎市民病院 

仙台医療センター 
東北薬科大病院 

東北労災病院 

東北大学病院 

宮城県立がんセンター 



                とは 

•がん患者やご家族、地域の方、
患者さんや家族を支援する方
たちなど、誰でも利用できます 

•無料で相談・情報提供などを行
い、個別に対応する窓口です 

•全国のがん診療連携拠点病院
に必ず設置されています 

•がんの相談対応について国が
指定する研修を受けた相談員
がいます 

 

 



どんなことが相談できるの？ 
治療の理解を深める 

• 自分のがんや治療について
詳しく知りたい 

• 担当者から提案された以外
の治療法がないかどうか知
りたい 

• セカンドオピニオンを受けた
いが、どこに行けばよいのか 

医療者との関わり 
• 担当医の説明が理解できない 

• 医療者に自分の疑問や希望をう
まく伝えられない 

• 何を聞けばよいのかわからない 

気持ちのこと 
• 気持ちが落ち込んでつらい 
• 思いを聞いてもらいたい 



どんなことが相談できるの？ 

制度 

• 活用できる助成・支援制度、
介護・福祉サービスを知りたい 

• 介護保険の手続きを知りたい 

• 仕事や育児、家事のことで
困っている 

療養生活のすごし方 

• 治療の副作用や合併症と上
手に付き合いたい 

• 在宅で療養したい 

周囲との関わり 

• 家族にどう話してい
いかわからない 

• 家族の悩みも相談
したい 

相談員が気持ちや思いに
耳を傾け、一緒に考えて
いきます。 



宮城県立がんセンター 東北大学病院 
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0570－02－3410（ナビダイヤル） 
受付時間は、平日の10時～15時
です。 
 

国立がん研究センターがとりまと
めた冊子『患者必携』や、「がん
情報サービス」など情報や、お近
くのがん相談支援センターをご
案内します。 
 

珍しいがん（希少がん）について、
それぞれのがんの診療実績の
あるがん診療連携拠点病院をご
紹介しています。 

がんに関する信頼できる情報、全国のがん診
療連携拠点病院の情報などを掲載しています。 



ある居宅介護支援事業所からの紹介で… 

困ったな、不安だな、と思ったとき、思い出してくださ
る方、また、困っていらっしゃる方を見かけたときに、
「行ってみたら」「電話してみたら」と声をかけてくだ
さる方が増えることが本日の狙いです。 


